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平成２２年度　大田区立萩中学校　自己評価　報告書
１　自校の課題及び特色ある教育活動における自己評価

学校関係者記入欄
コメント

　学
　力
　の
　定
　着

基礎・基本の定着を図るように全教職
員で継続して取り組んでほしい。

重点研究として「理科・生活科」を中心
に今後も授業研究を通した実践をして
ほしい。

さまざまな活動を今後も継続し、話す・
聞くなどの力がつくように指導してほし
い。

　生
　活
　指
　導
　の
　充
　実

全校一致した生活指導体制は数年前
から定着し、成果を上げてきていると
思う。

集団登校、交流給食、人権教育に関し
ては、今後も継続して実施してほしい。

今後も活動内容のステップアップを
図ってほしい。

学校公開は、学期に１回は実施し授業
や生活の様子を参観する機会として
継続して実施してほしい。

・定着してきた。
・保護者ボランティアをより多く呼びか
け、連携し行っていってほしい。自分た
ちの住んでいる町をきれいにしようと
いう意識も高めてほしい。

大項目 評価項目 評価の視点 改善策

大田区学習効果測定の結果から実態を把握し、考察
した上で、確かな学力の定着を図る取組を行ってい
る。

体験や問題解決を取り入れた学習の実施、地域の人材や専門家を活用した授
業、毎朝全校一斉の「読書ぐんぐん」、朝学習（漢字ステップ）の実施、放課後補習
（算数）の実施、算数少人数指導の実施、コンピュータの活用、学習マニュアル「萩
中小の学習」の活用

理科,生活科・総合学習を中心に体験・問題解決を取り入れた
学習を継続していく。また、基礎・基本の定着を図るように今後
も継続して取り組む。毎朝全校一斉の「読書ぐんぐん」、朝学
習（漢字ステップ）かなり定着してきている。放課後補習も2年
目に入り、算数少人数指導の充実とともに成果を上げてきて
いる。今年度は、新たに学習マニュアル「萩中小の学習」を作
成し、共通実践を目指し全学年で取り組んでいる。

　表
　現
　力
　の
　育
　成

全教育活動を通して、「話すこと・聞くこと・書くこと」に
関する指導の充実を図っている。

校内研究「理科・生活科を通して」

重点研究として「理科・生活科」に取り組み、研究推進校１年目
である。問題解決学習の流れに沿って身に付けた表現力を生
かす授業の展開を全学級で定着させていく。児童に定着する
ように、今後も単元を選んで、継続的に授業研究を通して実践
していく。

全校朝会等を活用した聞き取り活動の実施、ブックトークの実施、「おすすめの本
紹介」・「子どもの窓」の掲示、暗唱活動の実施と発表、昼の校内放送による活動

話の聞き方や、話型を使った話し方が定着し、学習活動への
意欲が向上してきているので、継続していく。給食時の読み聞
かせについては、本の選定をもう少し考える必要がある。聞き
取り活動は毎月計画的に行われ、暗唱活動は、全学年全校朝
会や学習発表会「ステップ萩中」において実施し発表をするこ
とができた。

　豊
　か
　な
　人
　間
　性

豊かな心と社会性を身に付けるための取組を行って
いる。

地域登校班の編制と集団登校の実施、交流給食の実施（形態、回数）、年間指導
計画に基づく人権尊重教育の時間の実施

集団登校、交流給食、人権教育に関しては、詳細な実施案を
もとに取り組まれてきている。保護者と連携して集団登校を実
施し、安全に登下校できた。年間指導計画にそって、人権指導
を行い、児童の人権意識を高めることができた。今後も継続し
て実施していく。

地域登校班を活用したたてわり班活動の実施、代表委員会の主導による全校あい
さつ運動の取組、ユニセフ募金活動の実施

・全校あいさつ運動は、学期に１回とし、１年を通して全学年が
参加できるようにしていく。
・月に１回のたてわり班集会と全校遠足で縦割り班を活用して
遊ぶ機会をもっている。

学校公開は、学期に１回は実施し授業や生活の様子を参観し
ていただく機会としている。幼・保・小・中・高の連携に関して
は、交流行事を継続し充実させていく。

保護者・ボランティアとの連携による教育活動の実施、全校一斉の地域清掃ボラン
ティア活動の実施、

・保護者ボランティアの申し込みについては、今後もより多くの
参加を呼びかけ、連携し行っていく。自分たちの住んでいる町
をきれいにしようという意識も高まってきている。

全校一致した生活指導体制を構築し、全教職員が一
丸となって対応している。

「萩中小１０のやくそく」をもとにした生活規範意識の徹底と保護者への理解啓発、
生活指導連絡会（毎週金曜日）の充実、生活指導研修会（学期１回）の実施、不審
者侵入時の指導体制の整備、スクールカウンセラーとの連携、校内特別支援委員
会の実施による対象児童への共通理解

全校一致した生活指導体制は数年前から定着し、成果を上げ
てきている。週１回の生活指導連絡会で、指導上の課題につ
いて共通理解を図り、迅速に対応できている。スクールカウン
セラーとの連携もよく、課題のある児童への対応を組織的に考
えることができた。約束に基づいた指導が徹底されてきている
が、保護者への理解・啓発の不足が感じられる。

　開
　か
　れ
　た
　学
　校

開かれた学校の推進に向けて努力している。

教員間における授業・学級経営等の相互公開、保護者・地域に向けた学校公開の
実施、地域を教材とした学習の推進、幼・保・小・中・高の連携を視野に入れた教
育活動の推進



２　指導課事業における自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

学校関係者記入欄
コメント

今後も児童の実態に合わせ、行ってい
く。

児童の実態にあった指導をし、効果を
上げてきていると思う。

今後も教材・教具の充実を図るように
してほしい。

道徳地区公開講座への参加者が増え
るように工夫してほしい。。

「早寝・早起き・朝ごはん月間」を今後
も継続して取り組み、指導していって
ほしい。

来年度も夏季休業中の三者面談を継
続していってほしい。

今後も、問題行動の早期発見、解決を
図っていくことを確認したい。

研究主任・研究推進委員会を中心に
取り組み、指導力向上に努めてほし
い。

授業改善セミナーへは、今後も参加し
ていき、指導力向上に向けて努力して
ほしい。

地
域
と
共
に
歩

む
学
校
づ
く
り

来年度も、開かれた学校づくりに努め
ていってほしい。

○自己評価の「評価」は、４：よく達成されている　　３：おおむね達成されている　　２　達成が不十分である　　１：達成されていない　の４段階で行う。　
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価は適切ではない　Ｃ：評価のための資料が不足している　Ｄ：評価は不可能である　の４点で行う。

評価項目 評価の視点 改善策

学
力
向
上

大田区学習効果測定の結果を分析し、全教員で授業
改善に取り組んでいる。

授業改善推進プランの策定、全教員による共通理解、プランに基づく授業改善の
実施状況、児童・生徒の学力の向上など

授業改善プランを夏季休業中に策定し、年度末には、自己評
価し次年度に引き継ぐようにしている。今後も児童の実態に合
わせ、行っていく。

基礎的・基本的な学習内容の確実な定着を図る授業
を行っている。

ステップ学習、繰り返し学習、放課後及び土曜日の補習教室の実施状況（回数や
参加人数）、夏季補習教室の状況（回数や参加人数）など

算数を中心に、ステップ学習、補習などを通して習熟できてい
ない児童を中心に熱心に取り組み、成果を上げてきている。
担任による放課後補習も本校では取り入れるように努めてい
る。今後もその取り組みを全体の児童の学力向上につなげて
いく。

小学校外国語活動の充実に努めている。

大項目

教材・教具の充実、校内研修体制、ＡＬＴとの連携など

教材・教具が充実している。今後も増やしていけるとよい。現
在は、　フラッシュカードや英語絵本などが充実しているが、電
子黒板の利用やCDやDVDなど視聴覚系の英語教材も用意し
ていく。

人
間
力
向
上

規範意識向上プログラムに基づいた教育活動を推進
している。

道徳全体計画・年間指導計画への位置付け、道徳の時間及び各教科等、教育活
動における規範意識向上のための指導の充実、規範意識向上プログラムの授業
への活用、保護者・地域への啓発など

規範意識の向上については、全教員の指導への取り組み、保
護者への啓発を含め、継続して指導を充実していきたい。ま
た、道徳授業地区公開講座では授業公開や講演会を実施した
が、保護者や地域の参加を推進する方法を考えていく。

早寝・早起き・朝ごはんの推進を図るために家庭にお
ける基本的生活習慣の確立を啓発している。

「早寝・早起き・朝ごはん月間」の取組、家庭への啓発など

実態を把握し、「早寝・早起き・朝ごはん月間」に児童にアン
ケートをとるなどして、取り組んでいる。保健だよりなどで、実
態や成果について報告し啓発している。保護者会等でも話題
として取り上げていくようにする。

一
人
一
人
に
向
き
合
う
教
育

定期的な教育相談を実施し、児童・生徒の心に向き
合う教育を推進している。

１年生から６年生までの児童に対する個人面談、夏季休業中における児童・生徒
の把握、関係諸機関との連携など

夏季休業中に、三者面談を行い、児童理解に努めた。問題が
起こった時は、地区の他校と情報を共有し、指導することがで
きた。さらに、校外や夏季休業中における児童の実態を把握し
ていく。

問題行動の未然防止及び早期発見・解決に向けて努
力している。

ケース会議の実施、校内研修会の実施、児童・生徒アンケート・面談等による実態
把握、スクールカウンセラーや関係諸機関との連携、問題行動対応サポートチーム
との連携など

生活指導部の様々な取り組みを中心に問題行動の早期発
見、解決を図ることができている。また、スクールカウンセラー
との連携もとれているので継続していく。課題のある児童につ
いてはケース会議で話し合い、指導方針を決め、関係機関とも
連携できた。研修会は、一般的なことよりもその児童に対する
具体的な方策を学んでいく場とする。

相互理解と信頼をはぐくむ開かれた学校づくりに務め
ている。

週休日等における授業公開、授業における保護者・地域の参画、保護者・地域に
よる授業アンケートの実施など

週休日等における授業公開をし、保護者・地域による授業アン
ケートを実施し、反省・改善を進めている。

教
員
の
指
導
力
向
上

校内研究・校内研修を活性化し、教員の指導力向上
に努めている。

教員の指導力向上を図るための研修、人材育成、研究授業、学校サポートチーム
を活用した相談・支援など

校内研究は、研究推進委員会を中心に盛んである。若手教員
研修会を月１回実施し、若手教員の指導力向上に努めてい
る。また、事前の授業も含めて全員が公開授業を行い、指導
力向上に努めている。今後も継続していく。

授業改善リーダーによる公開授業への参加、指導課
主催など校外で行われる各種研修会に参加し、教員
の指導力の向上に努めている。

・授業改善セミナーへの参加、授業改善リーダーによる公開授業への参観など
授業改善セミナーへは、各教科主任が参加し、毎回職員会議
で報告し全員の周知を図っている。今後も校内への伝達を確
実に行っていく。



                          平成２３年２月２５日 
保護者様  
関係各位                                大田区立萩中小学校 
                                    校長  小刀稱 進 

 

教育アンケートの結果についてのご報告 

  
まだ寒さの残る中、今年も梅の花の美しく咲き始めました。日頃より本校の教育活動にご理解とご

協力をいただき、ありがとうございます。 
 １２月に行いました本校の教育に関するアンケートでは、保護者の皆様より７４％のご回答をいた

だくことができました。ありがとうございました。アンケートの結果がまとまりましたので、ご報告

をさせていただきます。この結果につきましては、本校の教育を向上させていくため、今後の学校経

営における貴重な資料とさせていただきます。 
 また、いただきましたご意見には真摯に耳を傾け、改善が必要なこと等につきまして検討したうえ

で、今後の学校経営に生かして参ります。ご理解とご協力をどうぞ宜しくお願い申し上げます。 
 
１ 集 計 結 果 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校が好きである。

明るく楽しく学校生活を送っている。

意欲的に学習に取り組んでいる。

先生や友だちの話をよく聞いている。

自分の考えを表現している。

元気よく挨拶をしている。

場に応じた正しい言葉遣いをしている。

勉強がわかり、学力がついている。

子どもに学習内容を理解させている。

基本的な学習態度について指導している。

子どもの学習意欲を引き出す手だてを工夫している。

教室環境の工夫、美化に努めている。

健康で安全な学校生活をおくるための指導をしている。

子どものことについて相談にのってくれる。

教育方針や教育活動を保護者にわかりやすく伝えている。

授業や学校行事を積極的に公開している。

保護者や地域の声、願いを受けとめている。

PTAや地域の活動に協力的である。

基本的なしつけや子どもとの対話をしている。

学校の教育活動に積極的に協力している。

PTAや地域の行事に積極的に参加している。
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２  アンケート結果から 
（１）子どもたちのようすについて 
 ①学校が好きである②明るく楽しく学校生活を送っているとの設問に、９５％以上の保護者の方が、

肯定的（そう思う・ややそう思う）に感じていただいていることを大変うれしく思います。しかし、

あまりそう思わない・思わないと感じている保護者の方が約３％いることに対しまして、まだ一人ひ

とりの子どもたちに対して学校として十分な手立てがなされていないことの表れであると受けとめて

おります。教職員間での共通理解や情報の共有に努めるとともに、教員研修を重ね、個に応じた指導

を一層推進してまいります。 
 ③学習への意欲的な取り組み④先生や友達の話をよく聞くことについては約８０％の方が肯定的に

見ていますが、⑤自分の考えを表現するについては８０％にわずかに達しません。また、⑥元気よく

挨拶をしている⑦正しい言葉遣いをしているとの設問では肯定的に見ている保護者は７８％、７５％

と、やはり８０％に達していない現状です。表現力や元気な挨拶、正しい言葉遣いは、学校でも重要

ととらえ、年間を通して取り組みを行っているところです。特に表現力については、研究課題として

取り組むとともに、学校生活全体の中で継続して指導し、家庭や地域と協力していく必要があると感

じております。 
 ⑧学力がついていると感じている肯定的な評価は 8３パーセントありました。これは国や東京都、
大田区がそれぞれ行った学力に関する調査の結果にも表れていますが、ステップ学習を充実させるこ

とや問題解決学習を進めていくこと、授業や指導方法を工夫し子どもたちに確かな学力を高めていく

よう、さらに努めてまいります。 
（２）教職員について 
 ⑨学習内容を理解させている⑩学習態度について指導しているについては９０％近くの方が肯定的

に捉えています。⑪学習意欲を引き出す手立ての工夫についても、８９％の方が肯定的にとらえてお

り、一定の評価をいただいたものと受け止めております。子どもたちが興味をもって学習に取り組む

ことが学力を向上させるためには大変重要です。そのため授業の質の更なる向上を目指し、研究授業

等の校内における教員研修の充実に努めてまいります。 
 ⑫教室環境の工夫・美化⑬健康・安全に関する指導⑭教職員は相談にのってくれるにつきましては

９０％近くの肯定的な評価をいただいておりますが、子どもたちと正面から向き合い、児童理解を深

めていくことが今後ますます重要であると考えております。今年度も、夏季休業中の面談には児童を

加えた三者面談を実施いたしましたが、これもその取り組みの一環としてさらに充実させてまいりま

す。 
（３）本校の教育について 
⑯授業や学校行事の公開については９０％以上の肯定的な評価をいただいておりますが、⑮教育方

針や教育活動の説明⑰保護者・地域の願いを受けとめるについては１８％の方が否定的な評価をして

います。今後も更なる努力が必要だと受けとめております。様々な機会や方法で教育方針や教育活動

の様子についてわかりやすくお伝えしていきたいと考えております。 
 ⑱学校のＰＴＡ・地域への活動に協力的であるにつきましては、８０パーセント以上の肯定的な評

価をいただいておりますが、昨年度に比べ、１０％低下しています。この原因を究明し対策を講じる

とともに、保護者・地域の方々との連携・協力を目に見える形で一層進めていきたいと考えておりま

す。 
（４）保護者について 
 ⑲保護者の方が基本的なしつけや子どもとの対話を大切にしているが９５％と高く、大変うれしく

心強く思っております。学校と家庭との連携にさらに努め、基本的な生活習慣や規範意識の向上を目

指し、取り組んでまいります。 
 ⑳学校の教育活動に積極的に協力していることにつきましては７８％の方が肯定的に評価していま

すが、２０％の方が否定的に感じておられます。これは学校の敷居がいまだ高く足を運びにくかった



り、教職員への相談がしにくかったりする現状があるものと受けとめております。開かれた学校づく

りを一層推進するよう努めてまいります。 
またＰＴＡや地域行事への積極的な参加につきましては７０％以上の方が肯定的に評価されていま

す。反面お仕事の都合もあり、参加しにくいとのご指摘もあります。日々お忙しい中で参加されてい

ることに感謝申し上げるとともに、学校としても可能な限り日程調整等でご協力したいと考えており

ます。 
（５）自由記述欄 
貴重なご意見を多数いただきまして、ありがとうございました。このご意見を参考として、次年度

に向け検討を重ね、さらなる改善を図ってまいります。 
① 学習に関して 
◇いつも元気に楽しく学習し、意欲的に学校に通っている。次年度から学習時間が増えたりして大

変だろうが、活気あふれる授業であってほしい。 
◇学校に自然園があり、いろいろな植物や作物もあり、子どもたちが機械的ではないものに触れる

機会があるのは、とてもよいことだと思う。 
◆補習の時間を作ってほしい。 
◆「ステップ萩中」は、発表と製作を同時に行うので、子どもも先生も忙しい。授業ができない分、

宿題が増えるので余裕がなくなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 学校生活に関して 

 ◇クラスには個性的な児童が多いが、荒れもなく、友人関係もよく、協力的で、担任の力量に感謝

している。                                                        

◇登校班やたて割り遊びなど、異学年とのかかわりの中で学ぶことが大きかった。 
◆「萩中１０の約束」などを見ると、ごく当然のことなので笑ってしまったり、ここまでルールが

あるのと笑ってしまったり。厳しい時代なのだと実感した。 
◆登校時の班集合では、保護者や朝会の方に「おはよう」の挨拶がない。町会の方から、「おはよう」

と声をかけても返事をしない子がいる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・現在 3年以上では、区の学習指導講師と教員による放課後補習・土曜補習を年間 140時間以上
行っており、算数科における児童の基礎・基本の学力定着に大きな成果を上げています。低学年

では、主に担任による放課後補習を実施しております。放課後教員は会議や出張でなかなか定期

的な日程が組みにくいという課題がありますが、個別指導によって学力の向上が図られるよう、

効果的な補習を実施してまいります。 
・学校だより等で何度かご説明させていただいていますが、「ステップ萩中」は完成した作品や

発表を見ていただくものではなく、学習の過程をお見せするものです。従って授業は通常通り行

います。しかし、展示する作品の製作に時間がかかる場合もあり、次年度は製作開始期間を早め

に設定するなど、直前に過度に忙しくならないよう改善に取り組みます。 
 

・｢萩中１０のやくそく｣「学習のやくそく」は、萩中小学校の生活や学習のマニュアルであり、全

校児童が共通して守る心得です。内容はご意見のとおり、ごく当たり前のものが多いのですが、子

どもたちの意識を高めるために、文章化して配布し、学校と家庭が心を合わせて指導することによ

り、定着化を図ることが重要と考えます。ご理解とご協力をお願いいたします。 
・「あいさつ」につきましては、本校の生活指導の重点項目として継続的に指導に取り組んでいる

ところです。しかしご指摘のように、まだ、徹底されていないのが現状です。改善への取り組みと

しましては、昨年度から子どもたち自身の手であいさつ運動を行っています。学年ごとに曜日を決

めて玄関に立ち、登校してくる児童に「おはようございます」と元気に呼びかける活動です。 
この取り組みをさらに充実させ、保護者の方や地域の方に元気で気持ちのよいあいさつができるよ

う継続して指導に努めてまいります。 



③学校行事について 
◆全校遠足廃止はどうして聞き入れてもらえないのか。 
◆白萩祭やもちつきがなくなるのはさびしいし、親として学校とのかかわりが減って、もの足りない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④保護者・家庭について 
□ＰＴＡの活動が多い。今時主婦ばかりではない。フルタイムで仕事しているのに登校班など難しい。 
□ＰＴＡ活動のポイント制が理解できない。直接意見がいいにくい。学校からアプローチしてほしい。 
 
 
 
 
 
 
⑤その他 
◆ 開校記念日は休日ではなく、登校日にしてほしい。 
◆ 学校に行けるときのお便りの内容が、あまり学校に来てほしくないのかという印象を受ける。 
◆ 大地震に備えて、校舎の補強等、行われているのか気になる。 
◆ 正門前の道路が危険であるが、先生方の朝の見守りが今年は特に少ない。 
◆ 特定の子どもばかりでなく、ひとりひとりに大舞台で活躍する場を与えてほしい。 

 
 
＊ 学校評価アンケートのご提出ありがとうございました。いただいたご要望やご意見を生かし、よ

りよい萩中小学校にするための貴重な資料とさせていただきます。今後ともご支援ご協力をよろしく

お願いいたします。このアンケートの結果は、萩中小学校のホームページにも掲載いたします。 

・全校遠足については、ねらいや意義を何度かご説明しているところです。6年の負担が重いとの
ご意見ですが、現地に到着した後、一緒に遊び一緒にお弁当を食べる、約１時間３０分ほどの班活

動です。それ以外は６年生に負担はありません。低学年の児童は、これをよい機会に高学年のお兄

さん・お姉さんに親しみと信頼を深めることができます。６年生にとっては下級生のお世話をする

ことで最高学年としての自覚と責任をもつことになると考えます。実施計画を適切に見直しなが

ら、次年度も全校遠足を行ってまいります。（社会科見学や生活科見学を学年ごとに、別途実施し

ております。） 
・もちつきはＰＴＡの都合により昨年度から中止となっています。白萩祭は楽しみにしていた児童

もおり残念でしたが、学習指導要領の改訂に伴う授業時数確保の観点から取りやめております。た

だ無くするだけではご意見のとおりさびしいと感じられる方々もあるので、ステップ萩中や、運動

会、全校遠足等の内容を更に充実させていくことや学年学級の特別活動の時間の充実と工夫を図っ

ていきます。ご理解をお願いいたします。 

・ＰＴＡのポイント制と活動内容に対するご意見を多くいただきました。昨年度も回答させていた

だきましたが、子どもたちの成長のためには家庭・地域・学校の協力・連携が不可欠であり、ＰＴ

Ａの活動もそのためのものです。しかしあまりにご負担があっては、活動は長続きしないのも事実

です。ポイントの件や活動のあり方については、ＰＴＡ役員会や常任委員会等で議論を深めていた

だけると思いますが、いずれにしても学校として効率的で充実したＰＴＡ活動となるよう今後とも

努力してまいります。 

・授業時数確保のため、大田区教育委員会の方針にそって、次年度から、開校記念日は登校日とな

ります。よろしくお願いいたします。 
・学校にお出でいただき、児童の活動をご覧いただきたく、ご案内をしております。そのように思

われる文面がありましたら、お詫びいたします。ぜひ、お出でいただきたく、改めてお願いいたし

ます。 
・大田区立の学校は、耐震補強工事がすでに完了しています。ご安心ください。 
・教員による看護当番体制を組んでおり、毎日担当の教員が見守りを行っています。手薄である 
とのご意見ですので、今後更に強化する方向で改善いたします。  
・ご自分のお子さんの活躍の場が少ない、物足りないとお感じのようですが、特定の子ばかりが活

躍の場を与えられているということはありません。公平に活躍する機会を設けております。もし、

そのようにお感じのときは、遠慮なく担任にお申し出ください。ご説明させていただきます。 




